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川辺町社会福祉協議会  情報誌

毎月第４月曜日に、やすらぎの家で「認知症予防講座やすらぎ音楽サロン」を開催

しています。音楽療法士さんに教えていただきながら、楽器を使ったり、歌を歌った

り、楽しく身体や頭を使うことができる自由参加のサロンです。興味のある方はぜひ

参加してください。
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故 小栗雄太郎氏書

年2019

103
7

 号

この広報は、皆様からの会費と、赤い羽根共同募金の配分金でつくられています

2～5 平成３０年度 川辺町社会福祉協議会事業報告 9 いきいきデイサービスセンター川辺の紹介
6 平成３０年度 一般会計収支決算報告、 10 善意のご寄付ありがとうございます、各種相談日程、

２０１９年度 一般会計収支予算書 社協予定表、ゆうゆう舎エコ活動実績報告、
7, 8 ２０１９年度 川辺町社会福祉協議会 敬老会の出欠を兼ねた見守り活動について、

　　　　　   会費納入にご協力をお願いします 川辺町社会福祉協議会情報誌「やすらぎ」のお詫びと訂正

もくじ contents



平成30年度  社会福祉法人川辺町社会福祉協議会　事業報告
（平成 30 年 4 月 1 日 ～ 平成 31 年 3 月 31 日）

【基本体制】
■1福祉・医療・保険・教育との連携を図り、誰もが尊厳を持って自分らしく暮らせるまちづくり
の実現に努めます。

■2利用者の自立生活を支援するため、利用者本位の質の高いサービスの拡充、地域福祉の推進及
び介護サービス事業・障がい福祉サービス事業の運営に努めます。

■3個人の選択を尊重するため、社会福祉事業に関する情報提供、個人情報保護などの利用者保護
制度の推進に努めます。

■4ボランティア活動の振興や、災害救助体制の確立、福祉教育を推進し地域に根ざした個性ある
福祉の文化づくりに努めます。

■5小地域を基盤とした住民参加型の介護予防・生活支援事業の企画運営や小地域福祉ネットワー
ク事業の展開に努めます。

■6共同募金活動を積極的に推進し、住民参加による福祉コミュニティづくりに努めます。
－－－－－－－－－この6つの柱を基本体制として、事業を推進いたしました。 －－－－－－－－－

＜川辺町社会福祉協議会 地域福祉活動計画  基本理念＞
話そう！未来のために　～みんな笑顔で元気な川辺のまちづくり～

＜川辺町社会福祉協議会  基本理念＞
誰もが安心して自分らしく暮らすことができる地域社会をみんなでつくりだす

　法人本部　　　　　　　　　　　　　　　  
１. 理事会の開催（４回）
２. 評議員選任・解任委員会の開催
３. 評議員会の開催（２回）
４. 地域協議会の開催
５. 定例監査の実施（１回）
６. 指導監査の実施（３回）
７. 事業・経営基盤の強化

・安全、安心まちづくり基金の積立をし、適切な資産
運用を実施した。

・税理士事務所と契約し、財務の管理を行った。
８. 研修会、講習会、会議等への参加及び資格取得促進

・常勤職員会議を実施し、情報共有を図った。　（年
１５回）

・介護職員会議を実施し、介護職員の資質向上に努め
た。（年６回）

・その他、各事業所で必要とする外部の会議や研修に
参加した。

・各社会福祉大会において、役員職員が受賞した。

　障害福祉　　　　　　　　　　　　　　　  
・障がい者福祉協議会の活動が、円滑に行えるようサ

ポートした。
・障がい者相談員による相談会を実施した。（年３回）

　無料法律相談　　　　　　　　　　　　　  
・弁護士による相談会を実施した。（年６回）

　福祉用具貸出　　　　　　　　　　　　　  
１. 福祉車両の無料貸し出し事業（町受託事業）

・車椅子ごと乗せることができるワゴン車１台、軽自
動車２台を所有し、介護者の移動援助のために無料
で貸し出しを実施した。ただし、燃料費は利用者負
担とした。（のべ142件）

　（※ワゴン車は平成３１年３月３１日で廃車）
２. 車椅子の無料貸し出し事業（町受託事業）

・車椅子を必要とする方に対し、最大1年間無料貸し
出しを実施した。

　（のべ６９件貸出、７３台保有）

　事務運営　　　　　　　　　　　　　　　  
各種関係機関・団体との連携活動の強化

（１）民生児童委員との連携
①児童福祉施設訪問事業、母子父子家庭クリスマス訪

問事業、親子ふれあい事業（ボウリング大会）、敬
老会、友友会、サロン交流会、介護者の集い。

②民生児童委員協議会定例会へ参加した。（年１２回）
（２）福寿会事務事業（町事務受託事業）

・事務局を運営し、各福寿会の円滑な活動と連携がで
きるようサポートをした。

①６０歳以上を対象に、交通安全のＤＶＤ上映と可茂
警察署の方を招いて、交通安全の講習、振り込め詐
欺予防の講習を聴講した。（２回315名参加）

②地域で花いっぱい運動を実施した。（約１,000名参加）
③会長・女性部長会を開催した。（年４回、119名参加）
④各こども園と交流を行った。

（３）障がい福祉団体との連携
　「障害福祉」 参照

■ 業 務 内 容 ■
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　福祉活動専門員設置　　　　　　　　　　  
１. 社協会員の財政基盤強化

・一般会費	 2,765口（1口1,000円）2,765,000円
・特別会費	 24口（1口3,000円）　　72,000円
・特別賛助会費	 276口（1口3,000円）　826,000円

合 計　3,065口　3,663,000円
２. 職員が各地域に出向いて社協会費の説明を行った
　（８地区）

　広報啓発 （一部共同募金事業・歳末助け合い募金事業）   
・広報誌社協だよりを年４回発行した。年１回社協会員

企業に対して、広報誌を送付した。
・社協専用のホームページを定期更新し、情報を発信し

た。http://www.kawabesyakyo.jp/
・ケーブルテレビ等を利用して社協事業をＰＲした。

　福祉大会　　　　　　　　　　　　　　　  
・第１０回川辺町社会福祉大会（表彰式・福祉講演会「落

合恵子」）を開催した。（１１月４日）

　老人福祉　　　　　　　　　　　　　　　  
ふれあいいきいきサロン事業の普及・活動支援
　　　　　　　　　　　　（共同募金社協指定事業）

（１）発表や、展示等を通して、３０サロンの情報交換を
目的に、サロン交流会（１１月２７日）やサロン代表
者会（11月7日）を実施した。また、コミュニケー
ションマージャン講座（平成３１年２月２６日）を実
施した。

（２）活動場所となる公民館等の使用料を９団体に助成し
た。（１団体につき上限8,000円）

（３）岐阜県音楽療法士が「認知症予防講座やすらぎ音楽
サロン」をやすらぎの家で実施した。（年１２回）　　

　敬老会　　　　　　　　　　　　　　　　  
・福祉委員、民生児童委員等の協力を得て、町内７５歳

以上の方を対象に、やすらぎの家で昼食会を実施した。
（参加者５日間483名、福祉委員132名）

　地域福祉育成　　　　　　　　　　　　　  
１. 各地域での地区懇談会の開催

・職員が各地区に出向いて要支援者マップ作りを行っ
た。（２地区）

２. 子どもの学習支援事業
　（生活困窮者自立支援事業　任意事業）

・県社協と連携し、準要保護世帯、生活困窮世帯、ひ
とり親世帯の小学生を対象として、学習支援、居場
所づくり社会体験を目的に行った。

　福祉推進　　　　　　　　　　　　　　　  
１. 福祉委員設置事業

・敬老会の出欠確認を兼ねて、地域の見守りを行った。
２. 町内こども園、学校との福祉推進事業、
　  福祉教育推進事業

（１）職員が学校に出向いて福祉の授業を実施した。（５
回）また、福祉施設へ児童・生徒の受け入れを実施
した。（３回）

（２）施設利用者と園児が交流を行った。（４回）

　調査研究　　　　　　　　　　　　　　　  
・第３期地域福祉活動計画策定のため、地域福祉活動運

営委員会を開催した。（４回）

　認定調査（町受託事業）　　　　　　　　  

・介護保険対象者の家庭に訪問し、更新のための調査３８
件を行った。

　共同募金　　　　　　　　　　　　　　     
１. 共同募金配分申請事業（４月～１０月、２月、３月）

・共同募金の配分を受けて社会福祉事業を実施した。
(１) 配食サービス事業

・配食ボランティアや民生児童員と協力し、８０
歳以上の一人暮らしを対象に、見守り活動を兼
ねたお弁当の提供を行った。年２４回、毎月第
１・３水曜日。合計2,108食。１回の平均８８食。

(２) 介護者の集い開催事業（第１回）
・在宅介護者を対象に、心身のリフレッシュ、交

流や介護の知識を深めるための勉強会を実施し
た。（第１回１６名、第２回１１名参加）

(３) ふれあいの集い
・ゆうゆう舎川辺の利用者が、他の施設利用者と

交流を行った。（２８名参加）
(４) 児童福祉施設訪問事業

・民生児童委員と協力して、３こども園を訪問し
交流をした。

(５) 福祉協力校指定事業
・町内３こども園、３小学校、１中学校を福祉協力

校として指定し、福祉の理解・推進・浸透を図
るために助成を行った。（１校20,000円を上限）

(６) 広報啓発事業（１１月号発行）
「広報啓発」 （１）参照

(７) 閉じこもり予防講座
・男性の居場所づくりを推進するために、料理教

室を実施した。（料理教室２回、配食サービス
のお弁当作り２回）

(８) サロン・地域サポーター養成講座
・サロンや福祉施設で活躍できるようにボラン

ティア養成講座と活躍の場を提供した。（話し
方上手講座：６名参加、聴き方上手講座：１２
名参加、遊び方上手講座：１６名参加）

２. 共同募金歳末助けあい援助事業費配分申請事業
　（11月～翌年１月対象）

・歳末助け合い募金の配分を受けて社会福祉事業を実
施した。

(１) もしもしコール
・年末に職員が、町内の一人暮らし高齢者、障が

い者宅に電話をして安否の確認を行った。
(２) ふれあい年賀状

・本会から町内の一人暮らし高齢者、障がい者宅
に年賀状を送った。

(３) 友友会（一人暮らしの集い）事業
・民生児童委員、配食ボランティアの協力を得

て、町内６５歳以上の一人暮らしの方を対象
に、昼食会を実施した。（６２名参加、ボラン
ティア３７名）

(４) 配食サービス事業
「共同募金」１－ （１）参照

(５) 介護者の集い開催事業（第２回）
「共同募金」１－ （２）参照

(６) 親子ふれあい事業
・民生児童員の協力を得て、小・中学生の母子父

子家庭を対象に親同士、子ども同士の交流を
図った。（ボウリング大会、５世帯１１名参加）

(７) 母子父子家庭クリスマスサービス事業
・民生児童員の協力を得て、小・中学生の母子父

子家庭を対象にケーキを渡した。（４４世帯）
(８) 広報啓発事業（１月号発行）

「広報啓発」（１）参照
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３. メニュー事業配分申請事業
・共同募金の社協指定臨時配分を受けて社会福祉事業

を実施した。
(１) ふれあい・いきいきサロン活動推進事業

「老人福祉」１参照
(２) 地域から孤立をなくすための事業

・コミュニケーションマージャンを２セット購入
し、サロン交流会等で体験してもらい、各サロ
ンに貸し出しをした。

　共同募金事業への協力 （岐阜県共同募金会川辺分会の事務運営）   
１. 関係機関団体・ボランティアの協力を得て、
　  募金運動を推進した

関係機関団体・ボランティアの協力を得て、募金運
動に取り組んだ。
＜赤い羽根募金額＞
・戸別募金	 2,811件、1,988,514円
・年間募金箱設置	 ９カ所、　　　　7,078円
・街頭募金（ふれ愛まつりで実施）	 ２日間、　　　33,744円
・自動販売機募金	 １台、　　　　10,098円
・職場募金や各種団体から募金	 １団体、　　　　9,115円
・その他	 ７９件、　　　79,000円
・合　計	 2,127,549円
＜歳末たすけあい募金額＞
・戸別募金	 2,811件、　　831,286円

２. 広報活動の実施
（１）町内の施設等に広報資材を提供し、町民の理解と協

力が得られるよう広報活動を実施した。
（２）１１月１７日、１８日のふれ愛まつり会場で、中学生

ボランティア５名と街頭募金運動を行った。

　居宅介護支援事業　　　　　　　　　　　  
介護支援専門員（ケアマネジャー以下「ケアマネ」）

が要介護認定、要支援認定を受けられた方に対して、
介護サービス利用への援助を行った。なお、要支援認
定を受けられた方については、町より受託して行った。

（居宅介護支援のべ 1,160 名、介護予防支援のべ７９名）
１. 他機関・多職種への連携

（１）高齢者、その家族等からの介護相談に対応をした。
また、福祉なんでも相談等で受けた相談は、必要
に応じて他機関等と連携し助言等を行った。相談実
績：８件。

（２）日常生活自立支援事業において、居宅支援を通じて
必要と思われる利用者、家族等に情報提供を行っ
た。また相談を受けた場合は担当者と連携を行っ
た。件数：２名。

（３）福祉用具・車両無料貸し出し事業において、居宅支
援を通じて必要と思われた利用者に情報提供を行っ
た。利用希望の相談を受けた場合は担当者と随時連
携を行った。

（４）老人福祉事業における介護者の集い開催事業に、毎
回ケアマネが参加し、介護の相談を受けた。

２. サービス向上の取り組み
ケアマネが、自己の資質向上や事業所の質の向上

を考え、利用者やその家族に向けてアンケートを実
施した。１１月に実施。９８件中７２件回収。（回収率
73.4％）

３. 地域づくりへの取り組み
（１）業務をとおし地域の課題を見つけ、関係する機関へ

の提言、協力を行った。川辺町ケアマネジャー会議
分科会に、ケアマネ３人が参加した。

（２）業務を通し地域での見守り支援が必要と思われる事
例において地域ケア会議開催への提案を積極的に行
い、問題解決を図った。

　訪問介護・訪問入浴・第1号訪問介護・介護予防訪問入浴    
ケアマネから依頼を受けて訪問介護員（ホームヘル

パー以下「ヘルパー」）が、介護認定を受けられた方の
自宅を訪問し、サービスを提供した。（訪問介護のべ
3,561 回、第 1 号訪問介護のべ 1,479 回）

１. 研修を行いより良いサービスの提供に努めた
（１）月１回、ヘルパー全員が情報の共有を図るために打

ち合わせ会を実施した。
（２）月１回、事業所内研修を実施しレベルアップを図った。
２. 地域づくりへの協力

（１）敬老会、友友会、福祉授業等へ参加し地域住民や児
童と交流を図った。

（２）一人暮らし高齢者宅の防火点検に同行し、安全確認
を行った。（地域選定、年２回）

（３）専門学校と連携し、介護福祉士を取得するための実
習生を１名受け入れた。

（４）台風が川辺町に接近した場合、一人暮らし高齢者宅
へ電話をして、注意を呼びかけた。

（５）地域住民と交流を持ち、介護保険にないサービスを
提案した。

　介護生活支援サービス訪問型サービスＡ事業    
  川辺町が実施する訪問型サービスＡ事業を行った

訪問型サービスＡ従事者が、要支援１・２等のお宅
を訪問し生活援助（調理、買い物、掃除、洗濯等）のサー
ビスを提供した。（のべ２５回）

　通所介護・第1号通所介護事業　　　　　   
ケアマネから依頼を受けて、介護認定を受けられた

方を送迎し、通所介護事業所において日常生活及び社
会生活を営むことができるよう支援した。（通所介護の
べ 5,387 回利用、第１号通所介護のべ 985 回利用）
(１) 施設利用者に対して送迎を行った。
(２) サービス等利用計画に基づき、個別支援計画を作

成し、計画に沿って相談支援、個別支援を行った。
(３) 医療その他施設等関係機関と連携し、利用者の在

宅生活を支えた。
(４) 在宅で日常生活の中の食事や入浴、排せつ等の支

援をしながら、地域社会に参加できる様に支援を
した。

(５) 地域住民ボランティアの受入を行い利用者と地域
住民の交流の場を作った。

(６) 利用者の身体機能の低下を予防し、生きがいづく
りにレクリエーション活動を行った。

(７) 季節の旬の食材を使い、季節感ある楽しい食事の
場を提供した。

　福祉サービス利用援助事業　　　　　　　  
１. 日常生活自立支援事業の推進と福祉サービス利用
　  支援の強化（県社協受託事業）

（１）認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等、判
断能力が不十分な方が安心して暮らせるようにま
た、福祉サービスを適切に受けることができるよう
支援した。その内容として相談、福祉サービス利
用の援助、日常的金銭管理、書類預かりを行った。
（相談件数244件）

（２）事業の普及啓発を行い、他機関・多職種と連携し、
必要なサービスの利用につなげた。

　　（利用者数４件、生活支援員１名）

　福祉相談事業　　　　　　　　　　　　　  
社協専門職員による福祉なんでも相談事業
・住民が気軽に相談できる相談窓口の整備とわかりやす
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い窓口の広報に努めるとともに、行政や専門機関との
連携強化を図った。（貸付相談４件、生活困窮者自立支
援相談１９件、その他１１件）

　生活福祉資金貸付事業 （県社協受託事業）　  
・低所得者、高齢者、障がい者の生活を経済的に支える

と共に、在宅福祉及び社会参加の促進を図り安定した
生活を送れるよう資金貸付の窓口業務と必要な相談支
援を行った。

　生活困窮者自立支援事業 （県社協協定・連携）    
（１）県社協と連携し複合的な課題を抱える方に対して包

括的な相談支援を行った。（相談件数：１９件）
（２）支援調整会議への参加や、県社協、行政、民生児童

委員、地域住民等の関係機関と連携した。

　軽度生活援助事業 （町受託事業）　　　　　  
・１０月３０日で事業終了。
　（対象者１名、延べ利用回数３１回）

　福祉バス運行事業 （町受託事業）　　　　　  
・地区巡回バス（南北コース毎週月曜日～土曜日）と行

政バス運行を行った。また、８月に巡回バスをもう１
台増やし、美濃加茂方面を１日３便と２台のバスを同
時に走らせた。
名称もＡコース、Ｂコースと変更した。（Ａコース 5,897
名、Ｂコース 4,897 名、美濃加茂方面 1,314 名、行政
バス 278 回のべ 6,728 名の利用）

　児童クラブ運営事業 （町受託事業）　　　　  
（１）町内の放課後帰宅時に保護者のいない児童に対し、

保護育成・指導とあわせて家庭支援を行った。
（２）小学校、教育委員会等の教育機関との連携をはかり

児童の健全育成を行うとともに、地域の方々、ボラ
ンティアの方々、その他関係機関の協力を得て活動
を行った。

（３）川辺西児童クラブの運営の他、2カ所の児童クラブ
の運営を行った。

・開所日数（西児童クラブ：287日、西小児童クラ
ブ：239日、北小児童クラブ：239日）

　　 ※東小校区は、他法人。
（４）月に１回程度、３カ所の児童クラブ合同職員会議を

実施し、職員の共通理解を深めた。

　やすらぎの家管理運営　　　　　　　　　   
　（指定管理者制度：平成29年度～平成31年度）

・町内の人の憩いの場になるように運営をした。また、
祝日・祭日を開館した。
９時～２１時開館、１２月２９日～１月３日休館。

（風呂利用者：5,254 名、部屋利用者：20,607 名、一
般利用来館者：18,021 名）

　障がい者福祉サービス事業　　　　　　     
１. ゆうゆう舎川辺施設運営（生活介護事業所）

・244日開所（3,012名利用）、486回送迎。（5,588名
利用）
(１) 利用者の自立した日常生活または社会生活を営

むことができるよう支援した。
(２) 可茂地区管内での利用者の送迎（自宅から事業

所間）を実施した。
(３) サービス等利用計画（相談支援専門員作成）に基

づき、個別支援計画を作成し、計画に沿って相
談支援・個別支援を行った。

(４) 民生児童委員、地域や企業等に夏祭り会等の行

事に参加してもらい、事業所の周知に努めた。
(５) 事業所内でのボランティアとの交流や、散歩等

を通じて地域の方との交流を持つことで、地域
の方が気軽に立ち寄れるような環境作りに努め
た。

(６) より良いサービス提供に向け、事業所内で勉強
会、個別の支援についての打合せを実施し、職
員の情報共有や知識・技術のレベルアップを
図った。

(７) 県内の特別支援学校より実習生を６名受け入れ
た。

(８) 次年度の新規利用者１名との契約を行った。
２. 地域生活支援事業（訪問入浴サービス）

・在宅で生活している重度の身体障がいのある方や児
童を対象に、訪問入浴サービスを提供し、地域での
生活を支援するものであるが、今年度の利用者はな
かった。

３. 地域生活支援事業（経過デイサービス）
・在宅で生活している重度身体障がいのある方を対象

に、食事や入浴等の日常生活上の支援や生活行為
向上のための支援を提供し、地域での生活を支援し
た。（実利用者数２名、延べ通所回数９６回）

４. 居宅介護・重度訪問介護事業の実施
・在宅において、障がい者等がその有する能力及び心

身の特性をふまえて、自立した日常生活又は社会生
活を営めるようヘルパーが援助した。（実利用者数
８名、延べ訪問回数1,913回）

　ボランティア活動事業　　　　　　　　　   
１. ボランティアセンター事業

・ボランティア活動をしたい人や必要とする人に対し
て相談窓口、連絡調整を行った。

  （２２件調整、登録団体３７団体、個人登録１４名）
２. ボランティア講座、研修の充実（一部共同募金事業）

（１）配食ボランティア研修会を実施した。
　　（１２月１４日、３６名参加）

（２）ボランティア団体ちょっとした手助けサポーター
が、円滑に活動できるように支援をした。

　　（依頼・相談件数２７件、完了件数２４件）
３. 古切手・ベルマーク等収集・リサイクル活動推進事業

・町内４箇所に回収箱を設置した。（やすらぎの家、
役場玄関入り口、中央公民館窓口、北部公民館）ま
た、ボランティア団体「貼り絵サークル」の協力に
より集まった古切手を整理していただいた。一定の
量がたまったら、送ることになっているが、今年度
はなし。

４. ボランティア保険の加入推進事業
・ボランティアをする方にボランティア保険の一部

（１人200円）を補助した。（691名加入）
５. 中学生ボランティア事業

・中学校生徒を対象にボランティア体験を実施した。
（８月７日・ナーシング川辺：７名、８月１６日・
１７日・いきいきデイサービスセンター川辺：７名）
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＜平成30年度一般会計収支決算報告＞ ＜平成30年度一般会計収支決算報告＞ 
収入  　合計 214,668,615円  

内 訳

（単位：円） （単位：円）

（単位：千円） （単位：千円）

支出  　合計 220,012,151円

収入  　　合計 310,560千円 支出  　　合計 267,914千円

会費 3,663,000

助成金 103,780

障害福祉
サービス事業
44,586,194

その他の収入
113,550

3,663,000
1,291,905
18,599,106
55,019,141
982,955
4,442,949
85,858,041
44,586,194
103,780
6,294

113,550
1,700

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

143,452,761
33,696,978
29,003,397
2,666,845
1,634,000
349,275
113,615
226,584
3,503,088
5,365,608

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

内 訳 人 件 費
事 業 費
事 務 費
共同募金配分事業費
助 成 金
負 担 金
そ の 他
固 定 資 産 取 得
リース債務の返済
積 立 資 産

内 訳 会 費
寄 附 金
補 助 金
共同募金配分金
受 託 金
事 業
負 担 金
介 護 保 険 事 業
障害福祉サービス事業
助 成 金 収 益
そ の 他
前 期 末 繰 越 金

人 件 費
事 業 費
事 務 費
共同募金配分事業費
助 成 金
負 担 金
設 備 整 備 費
積 立 資 金

3,654
210

15,830
2,821
67,410
992
4,720
84,416
47,262
100
102

83,043

内 訳 179,569
43,726
27,804
2,831
1,708
533
4,988
6,755

千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円

事業
982,955

その他の活動による収入 1,700

受取利息配当金
6,294

負担金
4,442,949

寄附金 1,291,905

経常経費補助金
18,599,106

事業費
33,696,978

その他 102

助成金収益
100

前期末繰越金
83,043

寄附金 210

共同募金配分金
2,821

補助金 15,830

事業 992

積立資金 6,755

負担金 533

設備整備費 4,988
共同募金配分事業費
2,831

事務費 27,804

事業費
43,726

助成金 1,708

負担金
4,720

会費 3,654

障害福祉
サービス事業
47,262

積立資産
5,365,608

固定資産取得 226,584
その他 113,615

リース債務の返済
3,503,088

介護保険事業
85,858,041

介護保険事業 
84,416

人件費
179,569

受託金
55,019,141

受託金
67,410

人件費
143,452,761

事務費
29,003,397

負担金 349,275

共同募金配分事業費
2,666,845

助成金 1,634,000

＜2019年度　一般会計収支予算書＞ ＜2019年度　一般会計収支予算書＞ 

会 費
寄 附 金
経常経費補助金
受 託 金
事 業
負 担 金
介 護 保 険 事 業
障害福祉サービス事業
助 成 金
受取利息配当金
そ の 他 の 収 入
その他の活動による収入

千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
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●障がい福祉普及啓発を行います！

心と心がかよう　福祉のまちづくりをめざして心と心がかよう　福祉のまちづくりをめざして

2019年度 社会福祉協議会会費納入に
　　　　　　ご理解とご協力をお願いいたします。
2019年度 社会福祉協議会会費納入に
　　　　　　ご理解とご協力をお願いいたします。

＜川辺町社会福祉協議会は、こんな事業をしています＞

社会福祉協議会は、町民の皆さんと協力して地域福祉を推進する
ために活動している民間の社会福祉団体で、全国の市町村に1カ所
ずつあります。地域の住民のみなさんの身近なところで福祉サービ
スなどを提供します。町民の皆様一人ひとりが福祉の担い手として
地域福祉を展開していくためにも、活動の財源となります会費の納
入について、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

●福祉用具・車両を貸し出します。

・リフト・ストレッチャー付のワゴン、車椅子
　専用のスロープ付き
　軽自動車の貸し出し
・車椅子の貸し出し

●ボランティア活動の推進、育成を
　行っています！

・ボランティアセンター事業
・災害ボランティアセンター事業
・各種ボランティア講座、研修の充実（話し方上手
　講座、聞き方上手講座、サロンで使える実技講座等）
・福祉委員の育成、活動の強化
・ボランティア活動保険の加入の推進、一部補助
・古切手、テレホンカード等収集・リサイクル活動
・男の料理教室、男性配食サービスボランティアの育成
・ちょっとした手助けサポーター活動の推進
・かわべ防災の会と協力して防災講演会を実施

・障がい福祉協議会の支援・育成事業
・障がい者相談事業

●親子のふれあいのための事業

・母子父子及び両親のいない家庭クリスマス事業
・親子ふれあい事業の実施
 （ひとり親及び両親のいない家庭対象）

●高齢者のふれあいのための事業

・福祉委員、民生児童委員の協力による敬老会
　開催事業
・民生児童委員、配食サービスボランティアの協力に
　よる友友会（一人暮らし高齢者のつどい）の開催事業

●次世代を担う子どもの「福祉の心」
　を育てる事業

・福祉協力校指定事業（町内各こども園、各小学校、
　中学校へ助成）
・町内こども園、学校への福祉教育推進事業（福祉の
　出前授業、授業や職業体験での児童生徒の受入）
・ワークキャンプの実施（中学生対象）

●情報を発信します！

・ホームページの運用
・ケーブルテレビを利用し社協事業をＰＲ
・社協だより「やすらぎ」の発行

●社協だより「やすらぎ」の発行　　　　●各地区での地区懇談会（会費説明会）の開催
●配食サービス事業（一部活用）　　　　●ボランティア養成のための各種講座の開催
●福祉委員による見守り活動　　　　　　●ボランティア活動保険の加入補助　　等
●福祉委員、民生児童委員の協力による敬老会開催事業

《みなさまの会費がこんな活動を支えています》
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●高齢者の方が安心して地域で暮らせ
　るために支援いたします。

・居宅サービス計画、介護予防サービス計画書の作成　
・（予防）訪問介護［身体介護、生活援助］、
　（予防）訪問入浴の提供
・（予防）通所介護事業

・介護者の集いの開催（年２回）
・福寿会事務事業
・ふれあいいきいきサロン事業の普及・支援
・サロン交流会の開催、サロン実施の会場費の助成
・ボランティア、民生委員の協力を得て行う配食サ
　ービス事業（80歳以上の一人暮らしの方対象）
・認知症予防講座やすらぎ音楽サロンを実施
・ひとり暮らし高齢者宅歳末安否確認
・高齢者宅ふれあい年賀状の送付

●受託事業（町）

・訪問型サービスＡ事業
・福祉バス運行事業（地区巡回バス、行政バスの
　運行）
・認定調査事業（介護保険対象者の家庭へ訪問し、
　更新のための調査を行う）
・川辺西児童クラブ、川辺東児童クラブ、
　川辺西小児童クラブ、川辺北小児童クラブ
　運営事業

・やすらぎの家運営

●ボランティアさんと一緒に楽しく
　学べる場所をつくります。

・ぎふ子どもの学習支援事業（基本的学習習慣を
　身につけること、社会体験を目的に実施）

ケアマネ、ヘルパー、
デイサービスをやって
います

●指定管理者制度

・弁護士による無料法律相談
　（偶数月第２水曜日午後実施。要予約。）
・社協職員による福祉なんでも相談
・生活福祉資金貸付に関する相談
・日常生活自立支援事業に関する相談
・生活困窮者自立支援事業相談窓口

●日常生活でお困りのことがありまし
　たら、お気軽にご相談ください。

・生活介護事業所「ゆうゆう舎」の実施（可茂地
　区管内の送迎サービスの実施）
・居宅介護、重度訪問介護の実施
・地域生活支援事業（訪問入浴サービス、経過デ
　イサービス）の実施

●障がい児・者の方の自立や、生活を
　支援いたします。

●赤い羽根・歳末たすけあい運動へ
　の協力と事業の推進をしています！

特別賛助会員　年間　3,000円／１口（会社・個人事業所・商店経営・団体等）
特  別  会  員　年間　3,000円／１口
一  般  会  員　年間　1,000円／１口

平成３０年度社協会費納入につきましては、ご協力いただきありがとうございました。

みなさまの会費が地域福祉をささえます！ご協力お願いいたします。

川辺町社会福祉協議会の事業にご協力お願いします。川辺町社会福祉協議会の事業にご協力お願いします。
７月より各区長様、区役員様をとおして、各世帯へ会費の納入の案内が届きます。

（居宅介護支援事業所、訪問介護事業所、通所介護事業所）
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利用者が可能な限り自宅で自立した日常生活を送ることができるよう、自宅にこもりきり
の利用者の孤立感解消や心身機能の維持、家族の介護負担軽減などを目的としています。

要支援や要介護認定を受けた利用者が通所介護の施設に通い、食事や入浴などの日常生活
上の支援や生活機能向上のための軽運動や口腔機能向上のための口腔体操などを日帰りで提
供します。

私たち「いきいきデイサービスセンター川辺」職員は利用者一人ひとりが、住み慣れた環
境で、生きがいを持ち、自立した安心のある生活が送れるよう、人のぬくもり溢れた家庭的
な雰囲気の中で笑顔のたえないひと時を過ごしていただくように努めております。

▼ 一日の流れ ▼
　8：45 ～ 順次ご自宅にお迎え
　9：30 ～ 健康チェック（血圧・脈拍・体温）
１0：00 ～ 入浴・軽運動
１2：00 ～ 昼食・口腔ケア・休養・余暇時間
１3：30 ～ レクリエーション（運動・工作）
１4：30 ～ おやつ
１5：45 ～ 順次ご自宅にお送り

●通所介護とは

●サービスの内容

いきいき
デイサービスセンター川辺

工作レク 散歩レク
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情報誌及び各種相談等の連絡先は  川辺町社会福祉協議会　電 話：53-2121 FAX：53-6162 まで

「川辺町社会福祉協議会」へ
● 匿名 様	 ���������������8,995円
● 匿名 様	 �������������� 50,000円
● 匿名 様	 ����������������オムツ

その他、ペットボトルキャップ、古切手、アルミ缶や新聞紙等の
資源などご協力ありがとうございました。

善意のご寄付ありがとうございます（順不同・敬称略）

受付分

4月1日～
5月31日

７月１日〜 10 月 31 日の社協予定表

～各種相談事業日程～
心の悩み、軽くします

～ゆうゆう舎～
エコ活動実績報告

秘密厳守、無料ですのでお気軽にご相談ください
◉無料法律相談◉ ＊予約は１ヶ月前から受け付けます

月  日（曜日） 相　談　員 場　所
８月14日（水） 大岡 琢美 弁護士 やすらぎの家
10月９日（水） 南　 圭一 弁護士 やすらぎの家

相談時間：午後１時から４時まで
◉身障知的相談◉ ＊予約不要です

月  日（曜日） 相　談　員 場　所
10月８日（火） 身障・知的相談員 やすらぎの家

相談時間：午前１０時から１２時まで

ペットボトルキャップを小森産業株式会社を
とおし、「認定ＮＰＯ法人世界の子どもにワクチン
を日本委員会（ＪＣＶ）」へ送りました。

9月 9日～ 13日に敬老会を開催するにあたり、8月中に地元の福祉委員さんが
75歳以上の対象となる方の自宅へ伺います。出欠確認を兼ねた見守り活動を行い
ますのでご協力をお願いいたします。
普段の生活の中で困ったことや気になることがあれば訪問された福祉委員さんへ
お話しください。福祉委員さんを通じて社会福祉協議会で対応させていただきます。

＜川辺町社会福祉協議会情報誌「やすらぎ」のお詫びと訂正＞
2019 年 5 月 102 号に下記の通り誤りがありましたので、訂正してお詫びいたします。
P２  特別賛助会員 〇２万円 【正】佐伯鐵巧 株式会社　←【誤】佐伯鐵工 株式会社

川辺町社会福祉協議会
☎（０５７４）-５３-２１２１  Fax（０５７４）-５３-６１６２

★社協職員福祉なんでも相談、福祉サービス利用援助
相談開催中！！
秘密は厳守されます。お気軽にご相談ください。

※キャップ430個相当で1kgになり1kgあたり10
円が寄付されます。ポリオワクチンを購入した
場合20円で1人分を購入できます。ペットボトル
キャップは430個（1kg）を焼却すると3.15kgの
CO²が発生します。皆様のご協力ありがとうござ
いました。

100,405個
（ワクチン116人分） 2019年4・5月分

相談 報告

敬  老  会
９月　９日（月）	 ◎中川辺上・福島・下飯田
９月１０日（火）	 ◎中川辺下・比久見
９月１１日（水）	 ◎西栃井・鹿塩
９月１２日（木）	 ◎下川辺・下吉田・下麻生
９月１３日（金）	 ◎上川辺・石神

配食サービス やすらぎ音楽サロン
　７月　３日（水）

　８月　７日（水）

　９月　４日（水）

１０月　２日（水）

　７月１７日（水）

　８月２１日（水）

　９月１８日（水）

１０月１６日（水）

　７月２２日（月）

　８月２６日（月）

　９月３０日（月）

１０月２８日（月）

福祉委員が敬老会の出欠確認を兼ねた見守り活動を行います！！
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